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医学の進歩により胃癌は早期に発見すれば命を落と
すことが少ない癌となりました。また、胃癌の原因
のほとんどはピロリ菌の感染である事もわかったた
め、ピロリ菌の除菌治療で胃癌を予防する事も期待
できる時代となっています。全国的には胃癌の死亡
率は減少傾向なのですが、残念な事にこの長岡地域
はいまだに胃癌の死亡率が高い地域です。その理由
は胃癌検診を受けない方が多いとされています。早
期の胃癌は、自覚症状がほとんどありません。その
ため無症状でも検査が必要です。

内視鏡検査内視鏡検査内視鏡検査

内視鏡検査は苦しいという印象がありますが、当院で採用している経鼻内視鏡
は、口から入れる内視鏡と異なり吐き気が出にくいためラクに検査を受けるこ
とができると思います。
経鼻内視鏡内視鏡は画質が悪く見落としが多いとする意見もあります。見落と
しの数がどのくらいあるのかを検証する事は難しいのですが、当院の経鼻内視
鏡の検査精度の検証を目的に医学論文でさまざまな医療機関の早期胃癌の発見
頻度との比較をしてみました。
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このような結果からこの地域の胃癌患者さんの多さと当院の経鼻内視鏡
の精度の高さが推察され、見落としも少ないものと考えております。

詳細は、当院の消化器内科までお問い合わせください。
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